
2013年 4月号 NO.196 

                          4 月１日発行 

 

 

今月のトピックス 

まもなく発表、本屋大賞2013 
今年で１０回目を迎える本屋大賞。 

今年の候補作は、全１１作・計１５冊の重量級。 

あなたは読破できましたか？ 

●『屍者の帝国』 伊藤計劃、円城塔/著 河出書房新社 

●『光圀伝』          冲方丁/著 角川書店 

●『きみはいい子』      中脇初枝/著 ポプラ社 

●『ソロモンの偽証』全３部  宮部みゆき/著 新潮社 

●『６４』          横山秀夫/著 文芸春秋 

パネル展 

「新美南吉展」（好評開催中） 

今年は、新美南吉生誕１００周年です。 

作品だけでなく、新美南吉について知って

みませんか。 

地域の歴史に親しむ講座 

時間：第１部 １０時～ ・ 第２部 １３時～ ・ 第３部 １４時半～ 

場所：図書館２階大集会室 ＊事前申込不要・無料 

５月３日（金・祝） 

第１部：『海部の歴史 中世～現代』       講師：黒田剛司氏 

第２部：『筆小塚の碑文から寺子屋を見る』    講師：浅井厚視氏 

第３部：『木曽三川下流地域の牛頭天王信仰』   講師：服部一宏氏 

５月４日（土） 

第１部：『郡制時代の海部郡と津島町』      講師：園田俊介氏 

第２部：『近世後期における村落指導者層の動向』 講師：石田泰弘氏 

第３部：『近代建築について』          講師：瀬口哲夫氏 

「読書王」参加者募集 

図書館で自分がどれだけ本を借りて読んで

いるか気になりませんか？ 

４月１日（月）～２２日（月）の間に、ご

自分の利用カードをお持ちの上、カウンタ

ーにて登録してください。詳しくは別紙を

ご覧ください。 

●『世界から猫が消えたなら』 

川村元気/著 マガジンハウス 

●『晴天の迷いクジラ』 

窪美澄/著 新潮社 

●『ふくわらい』 

西加奈子/著 朝日新聞出版 

●『楽園のカンヴァス』 

原田マハ/著 新潮社 

●『海賊とよばれた男』上・下 

百田尚樹/著 講談社 

●『百年法』 

山田宗樹/著 角川書店 



 
新 着 図 書 

『若干ちょっと、気になるニホン語』  山口文憲／著 筑摩書房 810.4/ヤ 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

 

休館日 

２３日（火）（毎月第４火曜日） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『家族の命をつなぐ安心！保存食マニュアル』黒田民子/著 

『エンジェルフライト』佐々涼子/著 

『図書館戦争』有川浩/著 

『何者』朝井リョウ/著 

『朝１５分でできる丼弁当』きじまりゅうた/著 

『スワ氏文集』諏訪哲史/著 

『残穢』小野不由美/著 

『少女』湊かなえ/著 

『親子で行けるおいしい工場見学！』 

『６４』横山秀夫/著 

← ガス・電気を使わない料理も収録。 

← 国際霊柩送還の仕事と遺族を取材したノンフィクション。 

← 「図書館の自由が侵される時、我々は団結して、あくまで自由を守る。」 

← 自分は何者なのか。現代の就活生を描いた、直木賞受賞作。 

← ご飯の上にのせるだけ、簡単ボリューム弁当レシピ。 

← 朝日新聞連載を纏めた、芥川賞作家によるエッセイ集。 

← 始まりはほんの小さな物音だった…。著者渾身の長編ホラー。 

← 「人が死ぬ瞬間を見たい」。少女たちの好奇心から始まった夏の結末とは？ 

← 全国の見学可能な食品・飲料工場のガイドブック。 

← ７年ぶり、待望の新刊はＤ県警シリーズ。文春・このミスで第１位獲得！ 

 書名がまず「若干ちょっと、気になる」本書。 

「担当者が持ち出し」 

「退職させて頂きました」 

「走行中、車内の移動は危険です！」 

 などなど、言葉を伝えることを生業とする著者が、日常の中で見つ

けた、ちょっと気になる日本語について取り上げたコラムをまとめた

１冊です。日常的になってしまい、気付いていなかった日本語として

おかしな部分の指摘に、はっとさせられる一面も。 


